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きょうだい学年の取組（３年生と５年生）   

 楠橋小学校では、３年生と５年生が楠の子きょうだいになっています。暑さや体育館での密状 

態を避けるために、7月 13日（月）に 3年 1組と 5年 1組が、15日（木）に 3年 2組と 

5年 2組というように学年を 2つに分けてドッチビーを行いました。３年生と 5年生が混合 

でチームを作り、試合では５年生がキャッチしたフリスビーを３年生に渡して投げさせている 

5年生の優しい姿がたくさん見られました。この取組を通してきょうだい学年の絆が深まった 

と思います。2学期の取組も楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅雨明けと熱中症警戒対策   

 7 月 13 日（火）に北部九州は、例年より 6 日、昨年より 17 日も早く梅雨が明けました。

そのためか、14日の朝から運動場に設置していた熱中症計が厳重警戒レベルに達したため、屋

外での活動を禁止にしました。雨でもないのに、中庭に運動場使用禁止の赤旗が上がりました。 

 

 

 

 

 

 

コロナに負けるな！ 

元気・根気・やる気 

楠橋小学校  
＝ 共 育 ＝ 

 


